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問
もんだい

題 74　Ｃさん（85 歳
さい

，女
じょせい

性，要
ようかいご

介護 3）は，介
かいごろうじんほけんしせつ

護老人保健施設に入
にゅうしょ

所しており，

軽
けいど

度の難
なんちょう

聴がある。数
すうじつまえ

日前から，職
しょくいん

員は感
かんせんしょうたいさく

染症対策として日
にちじょうてき

常的にマスクを

着
ちゃくよう

用して勤
きんむ

務することになった。

ある日
ひ

，Ｄ介
かいごふくししょく

護福祉職がＣさんの居
きょしつ

室を訪
ほうもん

問すると，「孫
まご

が絵
え

を描
か

いて送
おく

ってく

れたの」と笑
わら

いながら絵
え

を見
み

せてくれた。Ｄ介
かいごふくししょく

護福祉職はＣさんの言
げんどう

動に共
きょうかんてきり

感的理 

解
かい

を示
しめ

すために，意
い と て き

図的に非
ひ げ ん ご

言語コミュニケーションを用
もち

いて対
たいおう

応した。

このときのＤ介
かいごふくししょく

護福祉職のＣさんへの対
たいおう

応として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

び

なさい。

1　「よかったですね」と紙
かみ

に書
か

いて渡
わた

した。

2　目
めもと

元を意
いしき

識した笑
えがお

顔を作
つく

り，大
おお

きくうなずいた。

3　「お孫
まご

さんの絵
え

が届
とど

いて，うれしかったですね」と耳
みみもと

元で話
はな

した。

4　「私
わたし

もうれしいです」と，ゆっくり話
はな

した。

5　「えがとてもじょうずです」と五
ごじゅうおんひょう

十音表を用
もち

いて伝
つた

えた。

問
もんだい

題 75　利
りようしゃ

用者の家
かぞく

族との信
しんらいかんけい

頼関係の構
こうちく

築を目
もくてき

的としたコミュニケーションとして，

最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　家
かぞく

族に介
かいごぎじゅつ

護技術を教
おし

える。

2　家
かぞく

族に介
かいご

護をしている当
とうじしゃ

事者の会
かい

に参
さんか

加することを提
ていあん

案する。

3　家
かぞく

族から介
かいご

護の体
たいけん

験を共
きょうかんてき

感的に聴
き

く。

4　家
かぞく

族に介
かいご

護を続
つづ

ける強
つよ

い気
き も

持ちがあるかを質
しつもん

問する。

5　家
かぞく

族に介
かいごほけん

護保険が使
つか

える範
はんい

囲を説
せつめい

明する。

コミュニケーション技
ぎじゅつ

術
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問
もんだい

題 76　Ｅさん（70 歳
さい

，女
じょせい

性）は，脳
のうこうそく

塞（cerebral infarction）の後
こういしょう

遺症で言
げんご

語に

障
しょうがい

害がある。発
はつご

語はできるが，話
はな

したいことをうまく言
ことば

葉に言
い

い表
あらわ

せない。聴
ちょうかく

覚  

機
きのう

能に問
もんだい

題はなく，日
にちじょうかいわ

常会話で使
しよう

用する単
たんご

語はだいたい理
りかい

解できるが，単
たんご

語がつな

がる文
ぶんしょう

章になるとうまく理
りかい

解できない。ある日
ひ

，Ｅさんに介
かいごふくししょく

護福祉職が，「お風
ふ ろ

呂

は，今
きょう

日ではなくあしたですよ」と伝
つた

えると，Ｅさんはしばらく黙
だま

って考
かんが

え，理
りかい

解

できない様
ようす

子だった。

このとき，Ｅさんへの介
かいごふくししょく

護福祉職の対
たいおう

応として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びな

さい。

1　「何
なに

がわからないのか教
おし

えてください」と質
しつもん

問する。

2　「お風
ふ ろ

呂，あした」と短
みじか

い言
ことば

葉で伝
つた

える。

3　「今
きょう

日，お風
ふ ろ

呂に入
はい

りたいのですね」と確
たし

かめる。

4　「あしたがお風
ふ ろ

呂の日
ひ

で，今
きょう

日は違
ちが

いますよ」と言
い

い換
か

える。

5　「お・ふ・ろ・は・あ・し・た」と 1音
おん

ずつ言
ことば

葉を区
く ぎ

切って伝
つた

える。

問
もんだい

題 77　Ｆさん（70 歳
さい

，女
じょせい

性）は，最
さいきん

近，抑
よく

うつ状
じょうたい

態（depressive state）にあり，

ベッドに寝
ね

ていることが多
おお

く，「もう死
し

んでしまいたい」とつぶやいていた。

Ｆさんの発
はつげん

言に対
たい

する，介
かいごふくししょく

護福祉職の言
ことば

葉かけとして，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ

選
えら

びなさい。

1　「落
お

ちこんだらだめですよ」

2　「とてもつらいのですね」

3　「どうしてそんなに寝
ね

てばかりいるのですか」

4　「食
しょくどう

堂へおしゃべりに行
い

きましょう」

5　「元
げんき

気を出
だ

して，頑
がんば

張ってください」
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問
もんだい

題 78　Ｇさん（70 歳
さい

，女
じょせい

性，要
ようかいご

介護 1）は，有
ゆうりょうろうじん

料老人ホームに入
にゅうきょ

居していて，

網
もうまくしきそへんせいしょう

膜色素変性症（retinitis pigmentosa）による夜
やもう

盲がある。ある日
ひ

の夕
ゆうがた

方，Ｇさんが

うす暗
ぐら

い廊
ろうか

下を歩
ある

いているのをＨ介
かいごふくししょく

護福祉職が発
はっけん

見し，「Ｈです。大
だいじょうぶ

丈夫ですか」と

声
こえ

をかけた。Ｇさんは，「びっくりした。見
み

えにくくて，わからなかった…」と暗
くら

い

表
ひょうじょう

情 で返
へんじ

事をした。

このときのＧさんに対
たい

するＨ介
かいごふくししょく

護福祉職の受
じゅようてき

容的な対
たいおう

応として，最
もっと

も適
てきせつ

切なも

のを 1 つ選
えら

びなさい。

1　「驚
おどろ

かせてしまいましたね。一
いっしょ

緒に歩
ある

きましょうか」

2　「明
あか

るいところを歩
ある

きましょう。電
でんき

気をつけたほうがいいですよ」

3　「見
み

えにくくなってきたのですね。一
いっしょ

緒に点
てんじ

字の練
れんしゅう

習を始
はじ

めましょう」

4　「白
はくじょう

があるかを確
かくにん

認しておきます。白
はくじょう

を使
つか

うようにしましょう」

5　「暗
くら

い顔
かお

をしないでください。頑
がんば

張りましょう」

問
もんだい

題 79　事
じれいけんとう

例検討の目
もくてき

的に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びな

さい。

1　家
かぞく

族に介
かいごけいかく

護計画を説
せつめい

明し，同
どうい

意を得
え

る。

2　上
じょうし

司に利
りようしゃ

用者への対
たいおう

応の結
けっか

果を報
ほうこく

告し，了
りょうかい

解を得
え

る。

3　介
かいごけいかく

護計画の検
けんとう

討をとおして，チームの交
こうりゅう

流を深
ふか

める。

4　チームで事
じれい

例の課
かだい

題を共
きょうゆう

有し，解
かいけつさく

決策を見
み

いだす。

5　各
かくしょくしゅ

職種の日
ひごろ

頃の悩
なや

みを共
きょうゆう

有する。


